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祉
事
務
所

。
町
村
等
が
中
心
と
な
り
、
阿
　
　
み
ん
な
で
老
後
を
考
え
て
み
ま
し

蘇
に
住
む
人
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
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老
後
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
？
　
人
は
誰

で
も
年
を
と
り
、
体
が

衰
え
て
い
き
ま
す
。
私

達
も
将
来
人
の
手
を
と

る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

た
と
え
体
が
不
自
由
に

な

っ
た
と
し
て
も
生
き
生

き
と
人
間
ら
し
い
生
活
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。

持
ち
方
　
②
家
族
の
協
力
　
③
ま
わ
り
の

人
達
の
理
解
と
支
援
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
阿
蘇
地
域
で
は
、
保
健
所

。
福

し
、　
ス
ト

レ

に
満
ち
た
生

の
中

で
、
心

の
健
康
と
同
時
に
心
の
健
康
も
大
切
で
す
。

来
る
１０
月
２５

ｏ
２６
日
に
開
催
さ
れ
る

『
阿

蘇

・
健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い
』
に
参
加
し
、

▼
依
然
猛
威
が
治
ま
ら
な
い
雲
仙

・
普
賢
岳
、
住
民
の
生
活
を
脅
か

し
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
▼
本

紙
の
七
月
号
で
紹
介
し
た
雲
仙
岳

災
害
救
援
募
金
も
七
月
末
日
で
締

切
、
日
本
赤
十
宇
社
長
崎
県
支
部

及
び
長
崎
県
庁
へ
送
金
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
十
九
万

四
千
八
百
八
十

一
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
そ
れ
に
し

て
も
、
〈フ
年
は
台
風
の
多
い
年
で

す
。
先
月
の
原
稿
締
切
り
も
台
風

今
月
も
台
風
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

し
な
が
ら
原
稿
づ
＜
り
、
時
間
と

台
風
に
追
わ
れ
た
広
報
活
動
の
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

保健婦 さん

体 の 活 ス

ハ AAハ ハ Aハ Aハ ハ A

そ
の
た
め
に
は
、
①
本
人
の
気
持
ち
の
　
　
健
康
を
損
な
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

（
つ
ど
い
内
容
１４
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ー
ジ

よ
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おめで

田上 佳美ちゃん 隆 一
(■色見)7・ 23生 和 子

芹口  誠ちゃん 富 昭
(高森)7・ 30生   博 美

.:「

を笙
ん :彗

:日撃さんの長女
||litどん
菖筆さんの3男

佐藤 政敏 .佐藤ミツエ

本田 末玉
.本
田 ソメ

住吉 欧直 住吉アキエ 87
渡邊 1節雄 渡邊タツミ 82

娠冒ス

渡辺節雄、幸野敏文、中鳴行男、  ■
小崎敏幸、1佐藤洋二郎

さんの長女
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(敬称略)したござυありがと

町社会福

後藤忠行、佐藤政敏、

岩下磁盛、

〈香典返し〉

住吉アキエ、

まつ

祉 協議会ヘ

き緒方す 子 、

たんじょう

〈1991.8月 受付分)

太ちゃん

ゃん 博 徳

後藤 瑞季ちゃん
(上色見)8・ 4生

千 春

勝 1専

清 美
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た
め
に
、
保
健

。
医
療

・
福
祉

・
教
育
な

ど
の
各
分
野
の
関
係
機
関
や
団
体
が
連
け

い
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
地
域
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
手
を

つ
な
ぎ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
又
近
年
、
私

達
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
は
複
雑
多
様
化

健

チエツ

みんなが
｀

|(筆み

の

お<やみ
もうしあげます

釜
］

Ｔ

Ｊ
ｒ
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さんの長男

さんの 3女

8・ 13

さんの長女

(敬称略)
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柿
の
渋
の
抜
き

|■
‐‐・

文 化 祭 阿 蘇

～10月 27日 (日 )

◇

、
秋

の
味
覚

の
代
表
と

い

え
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
柿

に
は
甘
柿
と
渋
柿
が
あ
り
ま
す
が
、

果
物
の
な
か
で
甘
い
、
渋
い
が
あ

る
の
は
、
柿
だ
け
。
長
い
年
月
を

か
け
て
渋
柿
を
品
種
改
良
し
た
結

果
で
す
。

柿
の
渋
の
正
体
は

「柿
タ
ン
ニ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
ニ
ン
物
質
。

お
茶
の
渋
み
と
同
じ
物
で
す
。
甘

柿
も
渋
柿
も
、
実
が
青
い
と
き
は

ど
ち
ら
も
渋
い
の
で
す
が
、
実
が

赤
く
な
る
こ
ろ
か
ら
自
然
に
渋
が

抜
け
る
の
が
甘
柿
で
す
。

こ
の

″
渋
が
抜
け
る
″
と
い
う

上
色
見

・
洗
川

の
は
、
タ
ン
ニ
ン
物
質
が
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド

（ア
ル
コ
ー
ル
の

一

種
）
と
結
合
し
、
不
溶
性
の
も
の

に
変
化
す
る
こ
と
。
不
溶
性
化
し

た
タ
ン
ニ
ン
物
質
は
味
が
無
く
、

も
ち
ろ
ん
渋
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

甘
柿
の
果
肉
の
な
か
に
あ
る
黒
い

ツ
ブ
ツ
ブ
、
俗
に

「ゴ
マ
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
、
こ
の
不
溶
性
化

し
た
タ
ン
ニ
ン
物
質
の
集
ま
り
で

す
。一
方
、
渋
柿
は
、
完
熟
し
、
柔

ら
か
く
な
る
ま
で
渋
が
抜
け
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
工
的
に
渋
を
抜

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
渋
を
取
る

け
ば
、
甘
柿
と
同
じ
よ
う
に
食
ベ

ら
れ
ま
す
。
手

っ
取
り
早
い
の
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
使
い
、
タ
ン
ニ
ン

物
質
を
不
溶
性
化
さ
せ
、
脱
渋
す

る
方
法
で
す
。

渋
柿
約

一
キ
ロ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
、
焼

酎
か
ウ
イ
ス
キ
ー
を

十

ｃｃ
吹
き
か
け
、
口
を
縛

っ
て
日

当
た
り
の
い
い
と
こ
ろ

へ
置
い
て

お
く
と
、
柿
の
品
種
に
も
よ
り
ま

す
が
、　
一
週
間
ほ
ど
で
甘
く
な
り

ま
す
。
深
い
お
皿
に
焼
酎
を
入
れ
、

へ
た
の
部
分
を
よ
く
浸
し
て
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。

ま
た
、
炭
酸
ガ
ス
を
使
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
渋

柿
と
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
入
れ
て
お

く
と
、
五
日
も
す
れ
ば
甘
く
な
り

ま
す
。
渋
柿

一
キ

ロ
に
対
し
、
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
二
十
グ
ラ
ム
が
目
安

で
す
。
渋
柿
は
赤
く
色
づ
い
た
硬
め
の

も
の
を
使
い
、
あ
ま
り
寒
く
な
ら

な
い
十
月
ご
ろ
ま
で
が
、
こ
の
よ

う
な
渋
抜
き
に
は
最
適
で
す
。

開催テーマ「阿蘇ルネサンス天地創造」は,神々と本自然に育まれてきたともいえる、阿蘇地域の「文化」・

「歴史」。「伝統」・「暮らし」を県民文化祭を契機に見つめ直し、そこから新しい魅力あふれる未来の阿蘇

のあり方をみんなで考えていきたいという願いを込めてテーマに掲げました。

*天 ～山をゆるがし、天までとどけ～      *地  ～大地に祈 り、暮らしに感謝する～
*創 ～未来を創る、夢を語ろう～        *造  ～知られざる阿蘇の美を創ろう～
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一仕事は楽しいですか

今、キャベツ・大根といった高冷地野

菜を作っている。 りんごも植えているの

で将来は観光 りんご園で頑張ります。

―どんな町づ <りを望みますか

活気があって誇れるような町を作って

ほしい。

造

阿蘇の風景
フォトコンテス ト

県内一般公募をし、阿蘇の大自然を撮るフォトコ
ンテスト

10月 19日 (」～27日 (日 )
阿蘇町立体育館

9 : 00～ 17:00

大阿蘇絵画展 県内一般公募で「阿蘇」をデーマにした絵画展 習暴絆暴冥燃蓉暑
(ツタ_ 9:00～ 16:100

大阿蘇映画祭
秋の夜長を映画で過ごしてみませんか。
上演予定 :「柳川掘割物語」、「おもひでぽろぽろ」

19 : 00・ヽ́21 : 00
10月 19日

阿蘇町立
1日・26日 U日
体育館

野外造形展 小国杉を使った各団体の作品が、町を占拠 随 時10月 19日 (」～27日 (日 )
南小国町市原地区一円

■職 業
■趣 味
■血液型

農業

アマチュア無線

心のやさしいA型

古代の里
サイクルラリー

史跡・名勝をめぐるサイクリングラリー
10月 27日 (日 )
一の官町内

9 :30～ 15:00

大阿蘇航空祭 阿蘇の大空を舞台に繰 り広げられる航空祭
10月 20日 (日 )
阿蘇町観光牧場

10: 00～ 15: 00

パラグライダー無料体験
フライトin ASO

たも空を飛ん
グライダーの

でみませんか。
体験飛行スクール

あな
ハフ l♀ {l静♀量;‖ O晨 :〔

日(日)  9:00～ 16:30

日美交サミット

と絵画展
国際的活動をしている日輝会のサミットと絵画展

サミット

絵 画 展

30～ 18: 00

30´ヽ́17: 00

10月 22日 {月   lr.
瀬の本観光ホテル ・°・
10月 19日 (」～27日 (日 )
南小国町自然休養村 。 .
管理センター 0 ・

坂本善三とその

周辺作家展

小国町出身の坂本善三とその周辺作家の作品を集めた

絵画展 9 : 00～ 22:00
9 : 00^マ 17: 00

10月 19日 (」～27日 (日 )
小国町町民ホール

(19日 )

(20日 ～27日 )

名水と日本の伝統 白水の名水を使った野点及び体験紙すき 10 :00^ゥ■6:00(日 )

川水源
２７
村
月
水
１０
白

日

白

熊本県立女子大学
公開講座 公者ぢテ

大学の教授が身近な問題をテーマに公開講座 13 : 30～ 15: 3010月 27日 (日 )
白水村総合センター

カントリーゴール ド
本場アメリカのミュージシャンによるカントリーコン
サー ト

12 1 00～ 18 : 30
10月 20日 (日 )
アスペクタ

熊本県立美術館
巡回展

県立美術館の所蔵する国内外の絵画等の巡回展 9 :00～ 17 :0010月 22日 (匁～23日 (水 )
久木野村民センター多目的集会場

阿蘇おやこ劇場

地域公演

プロの劇団むごん劇かんぱいによる郡内巡回公演

マイポップコ~ン～手廻じオルガンとパントマイム

10月 19日 田～24日 困
高森中学校武道室 (19日
阿蘇町内牧コアラ2階 (20日
〃     (〃

久木野村ミューズの丘会館(21日
波野中学校体育館(22日 )
一の官町勤労者体育館(23
〃          (24

)

)

)

|)

15
15
15
15
15
15
15

19 : 00´ヽ́20
10 : 00～ 11
15 :00^ψ 16
19 :00～ 20
19: 00～ 20
19: 00～ 20
19: 00～ 20

日)
日)

第 3回ア
童謡
スヘクタ
ピクニ ック

蘇
謡
阿
童
に
る
心
よ
中
に
を
団
ん
唱
さ
合
子
の
照
ん
庭
さ
大
く
の
た
手
他
歌
団

にしはら
コンサー

村児童合唱
ト

10月 13日 (日 )
アスペクタ

12 :00～ 15 :30

熊本代表書作家展 県内代表書作家の新作約70点を展示
10月 19日 {」～27日 (日 )
古代の里美術館2F特設ギャラリー

9 : 00～ 18:00

阿蘇デザイン

フェスタ '91

阿蘇地域に設置されているサインの中で、すぐれたデ

ザインを持つサインを公募し、優秀なものを展示する。

10月 25日 (0～ 27日 (日 )
乙姫ペンション村インフォメ

~ン

表彰式・展示 (25日 )
展示 (26日 )
展示 (27日 )

ョンセンター
131 00^ψ 16 :00
10:00^ウ16:00
10:00～ 13 :00

ｎ
『

１０
月
‐３
日
　
東
　
　
　
医
　
院

雰
②
０
３
０
９

１０
月
２０
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
⑧
０
１
１
１

１０
月
２１
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

１１
月
３
日
　
南

郷

谷

整

形

外
　
科
　
医
　
院

容
②
３
３
５
１

＝
月
４
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

診療は午前 9
時か ら午後 5
時まで

今月の表紙

ミ 、

九
月
二
十
五
日
、
上
色
見

・

中
原
の
国
道
で
交
通
安
全
協
会

上
色
見
支
部
に
よ
る
交
通
安
全

街
頭
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
ガ
ム
な
ど
を
配
り
交
通

安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

(15) (2)

|お1卸 ‐ら■す

ン ス・天 地‐1創|

♂ヽ

｀
ヽ

―今、いちばん望むことは

とにかく観光りんご園を成功させたい。

プロフィール



専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１０
月
２８
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

１０
月
１３
日
か
ら
１９
日
ま
で
全
国

一
斉
に
行
政
相
談
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

期
間
中
、
本
町
で
は
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

役
所
の
仕
事

（行
政
）
に
つ
い
て

苦
情
、
意
見
、
要
望
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

■
と
　
き
／
１０
月
１７
日

（木
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

本
町
の
行
政
相
談
員
は
、
次
の
方

で
す
。
本
田
　
卓
（上
色
見
二
五
九
四
―

四
圏
②
ｌ
０
１
１
）

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
は
、
従
業

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

女
子
―

‐
レ
ス
ト
ラ
ン
パ
ー
ト

３５
歳
位
ま
で

男
子
―

‐調
理
係
１８
歳
か
ら
２５

歳
位
ま
で

■
募
集
の
方
法
及
び
内
容
／
面
接

を
随
時
行

っ
て
い
ま
す
。
履
歴
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
遠
方
の
方

は
郵
送

（写
真
同
封
）
で
も
結
構

で
す
。
給
与

。
待
遇

。
時
間
に
つ
い
て

は
面
談
の
う
え
ご
相
談
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ

い
。
（
圏
②
３
１
６
１
）

阿
蘇
地
域
保
険
福
祉
ネ

ッ
ト
ヮ

ー
ク
推
進
会
議
で
は
、
阿
蘇
に
住

む
人
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
生

活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て

「第
３
回
阿
蘇

。
健
康
と
福

祉
の
つ
ど
い
」
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い

で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
１０
月
２５
日

（金
）
か

ら
２６
日

（土
）
午
前
１０
時
か
ら

■
と
こ
ろ
／
蘇
陽
町
立
体
育
館

。

蘇
陽
町
中
学
校
体
育
館

■
テ
ー
マ
／

『
ボ
ケ
に
な
ら
な
い

た
め
に
』

■
内
　
容
／
講
演
、
各
種
相
談
、

デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
、
そ
の
他

マ
イ
ホ
ー
ム
を

取
得
し
た
と
き
の
税

住
宅

ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
取
得
さ
れ
た
り
、
増

改
築
等
を
し
た
と
き
に
、

一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
居
住
に

供
し
た
年
か
ら
６
年
間
、
各
年
分

の
所
得
税
額
か
ら
そ
の
年
１２
月
３１

日
に
お
け
る
借
入
金
残
額
を
も
と

に
計
算
し
た
金
額

（最
高
限
度
額

２５
万
円
）
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

は
、
１
年
目
に
確
定
申
告
を
す
る

と
２
年
目
以
降
は
、
年
末
調
整
に

よ

っ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署

（
８
０
９
６
７

。
２
２

・
０
５
５

１
）
や
税
務
相
談
室

（
８
０
９
６

・
３
５
４

・
８
６
４
２
）
に
お
気

軽
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

第 4 ロ 県 民

10月 19日 田

田から10月 27日 (日 )ま での 9日 間、阿蘇郡12町村を舞台に開催されます。農耕から

中で受け継がれてきた文化、新 しく創造する文化、これらを今回の文化の祭典を

テーマ「阿蘇ルネサンス天地創造」のもと、阿蘇 らしさを多くの人々に満喫して

労働保険の加入手

続はおすみですか
労働保険は労働災害 (業務災害、

通勤災害)が発生した場合に、労
働者とその遺族への救済、並びに

労働者が失業 した場合に、保険給

付を行 うと共に事業主に対し雇用

の安定に役立つ助成金の給付を行

うなど、労使のための制度です。

労働保険は、労働者を雇用 して

いる事業主はすべて加入すること

が義務づけられております。

事業主の皆さんには、労働保険

制度を更に理解 していただき、働

く人全てが労働保険の恩恵を受け

ることができるよう、本年度も10

月を 「労働保険適用促進月間」と

定め広報活動を展開すo■ と
―tlな

りました。      |・ |   ‐.

未加入

是非

お願 レ

り

保険制度

最寄

・ 22・ 0628) うて

((2E10967・ 22・

ください。

ヤま

|こ ずね

●  ●

●  ●

第 4回県民文化祭が、10月 19日 |

生まれた文化、これまでの生活の

通じてそれぞれ大きく育て、開催

いただきたいと考えております。

主 催 事 業

お問い合わせ先 第 4回熊本県民文化祭阿蘇実行委員会事務局 (熊本県阿蘇事務所内)
TEL 0967-22-1111(内 線 :580、 581)

行
　
　
政

年
　
　
金

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

職
　
　
　
　
　
　
員

オープニング
フェスティバル

文化祭のオープニングを華々しく飾る光と音楽の
フェスティバル

10月 19日 (」
阿蘇町立体育館

16 : 00^v17: 30

グランドフィナーレ 火振 り
の炎と姫神のサウンドが作り出す幻想的世

界 17 : 00～ 19: 00
10月 27日 (日 )
アスペクタ

悠木の里

古楽音楽祭

東京バッハ 。モーツァル トオーケス トラの音楽が

木造の ドームに響きわたる。

(」～20日 (日 )

2?象暑需≠三∠コー (19日 )午前中
( 〃 ) 16:00～ 18:00

2?象暑需券ユ三コー(20日 )。い12∞
ム   (〃 )13:00～ 15:30

木魂館・
ぴらみっ
家畜市場
木魂館・
ぴらみっ
小国 ドー

10月 19日

サウンドイン 阿蘇
県内を代表するアマチュアバンドによるコンサー
トにグス トの美川憲―が殴り込み

10月 26日 (」
自水農村勤労者福祉センター

16: 00～ 19: 00

部内の和太鼓とプロのジャズ ドラマー猪俣猛の大
地をゆるがす熱演 曽暴撃阜製体育館    18:Oo～ 20:00

高森町文化祭
■と き/11月 2日 (土)。
3 日 (日 )

■ところ/高森町林業総合セ
ンター

■出品要項/出品希望者は、
大きさ。点数等を10月 19日

(土)までに文化協会事務
局 (中央公民館圏②1792)

に連絡してください。

■作品の搬入展示/11月 1日

の午後 2時から5時まで

多数の出品をお願いします

文化の秋
阿
　
蘇

健
康
と
福
祉
の
つ
ど

い

阿蘇物語 阿蘇家や阿蘇神社に由来する宝物展示を中心に、
阿蘇の歴史を探る。

10月 19日 (」～21日 (月 )
一の宮町勤労者体育館

10 : 00～ 17: 00

阿蘇神社薪能 薪能の公演と、宮地小学校児童によるかわいらし
い狂言などを披露する。

10月 20日 (日 )
阿蘇神社境内

17 : 30´ マ20: 00

小国両神社薪能
小国郷にゆかりのある俳人高浜虚子の作った 「奥
の細道」を九州で初公演する。

10月 26日 (土 )
小国両神社境内

18: 00～ 21 : 00

33,坐 SUN
か
燦
ぐらんど 神

々の舞踏会が、神楽の里に繰り広げられる。
10月 26日 (」
波野村神楽苑

13 : 30^シ 20: 00

`可

蘇メッセ
一挙に公開される貴重な文化遺産で、あなたも阿
蘇博士

10月 19日田～27日 (日 )
長陽村民体育館

10: 00～ 17 : 00

常田富士男と
阿蘇昔ばなし

「日本音ばなし」のおじさんが阿蘇の民話を影絵
で語る。 南

”

”

0
学校体育館
日
中
２５
国

10月

公開日常塾 鈴木健二県立劇場館長の日常塾を一般公開する。 (日 )

学校体育館
13 : 30～ 15: 30

10月 20日
―の宮中

食と緑の体験
シンポジウム

山本晋也さんを囲んで、余暇の過ごし方を皆で語
ろう。

10月 26日 (」  体験イベント
阿蘇町立体育館

10: 00～ 14: 00
15: 00^´ 17: 30

景観シンポジウム
ふるさとをしのばせる農村景観のシンポジウムに

あなたも参加しませんか。

10月 25日 (金)～ 26日 (コ
西原村農業構造改善セ

(25

(26

夕

＞

＞

ン

日

日
13 : 30～ 17 : 00
10 : 00^ッ 17: 15

虚子・素十の足跡
をたどる句会

小国郷にゆかりのある高浜虚子・高野素十の吟行

した足跡をたどる句会と選句発表会
(26日 ) 9
(27日 ) 13

10月 26日 (」～27日 (日 )
小国郷一円 30^ン 16 : 00

00～15: 30

熊本青年演劇
フェスティバル

県内の青年演劇団体のエキサイティングな公演
10月 26日 (」
産山中学校体育館

15 : 00^v20: 00

BA SA RA 生活文化のごった煮、それでいて新しい文化の創
造を目指した、ばさらっかイベント

10月

阿蘇
10: 00～■7 : 00

20日 (日 )
いこいの村

阿蘇健康のつどい
NHK「おはよう健康スペシャル」が阿蘇にやっ
て来る。

月
陽
１０
蘇 10: 00～ 16 : 00
26日 (」」
中学校体育館

第30回
熊本県童話発表大会

県内小学校児童の童話発表の県大会
人形劇団も参加

10月 27日 (日 )
宮地小学校体育館

10 : 00～ 15 : 00

10/15日 (火 )10/25日 (水)11/5日 (月 )時間 9時～15時
(3)

働 P

(14)

お 知 ら せ |

阿 蘇 ル

壼:↓ 」

天

太鼓
古代の鳴りと現代と

南阿蘇風の谷 _...  
コンサー ト

郡内吹奏楽団体や社会人バンドによる、ほのぼの
コンサー ト         ー

_

10月 27日 (日 }
高森中学校体育館

13:00^ウ 16:30

地

創



敬 老
‐
会氣 磋 蝙 鰊 黎 黎 辟 鑽

題『そだてた花」

2年

後藤ともこ さん

題「雲のみね」

5年

岩下真由美 さん

処
会

一
担
任
の
田
上
華
二
先
生

一
字
で
書
い
て
い
ま
す
。

て
い
る
文
字
で
す
。

一
担
任
の
岩
本
貞
子
先
生
か
ら
、
ひ
ま
わ
り
の
花
が
と

一
っ
て
も
大
き
く
か
け
ま
し
た

一
ま
い

一
ま
い
の
は
っ

一
ぱ
や
、
花
び
ら
の
か
た
ち
や
色
が
と
て
も
じ
よ
う
ず

一
で
す
。

河原小体育館で行われた河原地区の敬老会

●  ●

●  ●

町
で
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
お
年

寄
り
に
感
謝
と
尊
敬
の
心
を
表
そ

う
と
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
対
象
と
し
て

『
敬
老
の
日
』

を
中
心
に
、
婦
人
会
と
共
催
に
よ

る
敬
老
会
を
聞
き
ま
し
た
。

九
月
十

一
日
午
前
十

一
時
か
ら

開
か
れ
た
河
原
地
区
の
敬
老
会
に

は
十
九
人
が
出
席
。
ま
ず
今
村
町

長
が

『
郷
土
高
森
町
が
今
日
の
発

展
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
の
も
、

皆
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
り
暖
か
く

見
つ
め
、
慈
し
み
育
て
て
く
だ
さ

っ
た
賜
で
す
』
と
ね
ぎ
ら
い
、
出

席
者
全
員
に
記
念
品
の
「寝
巻
き
」

を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら

れ
た
大
西
正
さ
ん

。
シ
マ
コ
さ
ん

ご
夫
妻
に
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら

の
表
彰
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
児

王
国
広
町
議
が

『
益
々
元
気
で
長

生
き
し
て
い
た
だ
き
、
私
達
を
指

導
し
て
く
だ
さ
い
』
と
激
励
。
最

後
に
金
婚
夫
妻
の
大
西
さ
ん
（八
二
）

と
、
ま
た
敬
老
者
を
代
表
し
て
森

正
六
さ
ん
（七
五
）が
謝
辞
を
述
べ
閉

会
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
祝
宴
が
行
わ
れ
、
お

年
寄
り
ら
は
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が

真
心
を
こ
め
て
準
備
さ
れ
た
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
保
育
園

児
や
婦
人
会
員
の
歌
や
踊
り
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
河
原

小
学
校
児
童
の
「お
じ
い
ち
や
ん
」

「お
ば
あ
ち
や
ん
」

へ
の
作
文
朗

読
が
あ
り
、
お
年
寄
り
の
心
を
和

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
敬
老
会
を
迎
え
ら
れ
た
お

年
寄
り
は
本
町
で
七
百
七
十
二
人
。

こ
の
内
四
百
九
十
二
人
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

婦
人
会
の
ュ
ニ
ー
ク
な
踊
り
も
登
場

　

・に

河
原
保
育
園
児
に
よ
る

一
円
玉
の

旅
が
ら
す

（阿
蘇
御
神
火
会
）

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

林
　
　
不
忘

浦
塚
　
南
天

堀
田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南

　
　
一

草
村
あ

つ
代

馬
原
そ
の
女

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
里
女

‐

か
ら
　
い
つ
も
て
い
ね
い
な

気
持
の
や
さ
し
さ
が
あ
ら
わ

か
さ
か
さ
　
女
忘
れ
た
里
の
母

今
日
は
特
別
　
四
年
目
毎
の
誕
生
日

た
ま
が
っ
て
　
他
社
の
ス
ク
ー
プ
読
み
直
し

ち

つ
と
や
そ

っ
と
　
難
儀
す
る
と
も
愉
し
か
つ

念
押
し
て
　
惚
れ
と
ら
す
し
こ
ひ
ち
く
で
え

ち

つ
と
や
そ
つ
と
　
町
半
分
な
俺
が
土
地

駐
車
場
　
揺
れ
と
る
車
探
し
出
せ

今
日
は
特
別
　
寝
物
語
も
艶
の
あ
る

秋
の
空
湯
治
客
の
人
な
ら
ん

山
の
湯
の
溢
る
る
音
や
昼
の
虫

新
涼
を
宿
す
夜
峯
の
出
湯
濃
し

外
輪
を
越
せ
ば
花
野
の
吾
が
故
郷

花
真
産
に
心
を
あ
づ
け
身
を
ゆ
だ
ね

奥
阿
蘇
を
発
つ
も
戻
る
も
花
亡

七
草
に
今
日
の
吟
行
祝
わ
れ
て

露
草
の
色
の
移
り
し
ご
と
き
空

(13)
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ぼ
く
の
目
に
写
っ
た
韓
国

初
め
て
ぼ
く
の
目
に
写

っ
た
韓

国
。
そ
れ
は
、
広
大
な
水
田
と
大

き
な
川
で
し
た
。
日
本
で
も
め

っ

た
に
見
ら
れ
な
い
風
景
に
、
ぼ
く

は
非
常
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
で

も
、　
一
つ
だ
け
気
に
な
る
事
が
有

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
畑
を
耕
す

道
具
が
本
で
で
き
て
い
た

事
、
日
本
で
は
機
械
を
使

う
所
で
牛
馬
を
使

っ
て
い

た
所
な
ど
で
す
。

ぼ
く
は
、
も

つ
と
も

つ

と
技
術
が
発
展
し
た
国
だ

と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
た

し
か
に
、
工
業
面
の
技
術

な
ど
だ
け
を
見
る
か
ぎ
り

で
は
、
日
本
に
引
け
を
と

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
表
面
上
は
良
く
て

も
、
そ
の
裏
側
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
ぼ
く
は
、
と

て
も
貧
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
日
本
が
豊
か
す
ぎ
る
の
で

し
よ
う
か
。
そ
こ
の
所
は
、
は
っ

き
り
と
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ

け
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
先
に

発
展
し
た
日
本
な
ど
に
、　
一
生
懸

命
お
い
つ
こ
う
と
し
、
工
業
そ
の

他
を
発
展
さ
せ
た
が
、
か
ん
じ
ん

の
人
々
の
生
活

（と
く
に
田
舎
）

が
つ
い
て
い
け
ず
、
生
活
が
向
上

し
な
か

っ
た
と
い
う
事
が
。
ぼ
く

は
、
今
度
の
研
修
で
そ
れ
を
ま
の

あ
た
り
に
し
、
実
感
し
ま
し
た
。

色
々
と
ぼ
く
の
目
に
写
っ
た
韓

国
を
、
思
い
出
し
て
み
る
と
、
や

は
り
大
切
な
の
は
四
日
目
に
、　
一

日
か
け
て
行

っ
た
板
門
店
だ
と
思

い
ま
す
。

板
門
店
、
そ
れ
は
戦
争
と
い
う

恐
し
い
も
の
が
の
こ
し
た
、
生
々

し
い
傷
あ
と
で
は
な
い
で
し
よ
う

参加者全員で記念撮影 (佛國寺前にて)

松尾  勝さん (78)
キヌエさん (72)

(高森 上在)

岩下 雅喜さん (73)
ツキエさん (72)
(高森 冬野)

花田 博恵さん (79)
ヌtミ ニEさん (68)

(色見 小倉原)

安在  進さん (75)
チヨコさん (72)

(菅山 戸の下)

曽宮 勝馬さん (76)
ナツ子さん (76)

(尾下 多々野)

岩下  保さん (78)
イヨさん (69)

(高森 上在)

田上 ―男さん (78)
芳さん (70)

(高森 村山)

田上 光人さん (74)
フミさん (68)

(高森 昭和)

荒牧 英男さん (79)
アヤ子さん (70)

(上色見 東中原)

安藤 ―雄さん (70)
ナツ子さん (71)

(矢津田 赤羽根)

荒牧  勝さん (82)
美喜江さん (71)

(高森 村山)

●  ●

●  ●

高
森
東
中
二
年

城

井

順

一

か
。
思
想
の
ち
が
い
で
対
立
し
、

つ
い
に
は
、
戦
争

（名
を
韓
国
闘

乱
と
い
う
）
に
ま
で
発
展
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
非
常
に
悲
し
い
事

で
す
。
三
年

一
ヵ
月
間
と
い
う
長

い
期
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
戦

争

（闘
乱
）
を
、
韓
国
の
人
々
は

一
番
か
な
し
む
ん
だ
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、
実
際
に
戦
争
を
経
験
し

て
い
な
い
の
で
、
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
気
持
は
な
ん
と
な
く
わ

か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
同

じ
民
族
間
の
争
い
ほ
ど
、
人
間
の

感
情
に
打
撃
を
あ
た
え
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
二
つ
に
対

立
し
て
争

つ
た
と
し
た
時
、
ぼ
く

た
ち
の
気
持
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
時
と
同
じ
気
持
ち
を
、

今
現
在
、
両
国
の
人
々
は
あ
じ
わ

つ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
よ
う
。

こ
の
戦
争
の
残
す
数
々
の
も
の
、

そ
の

一
つ
に
板
門
店
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
道
路
が
か

っ
走
路
に
な
る
所
。
兵
役
の
義
務

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
中
学
生
海
外
研
修
に
参
加

し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
行

っ
た
外

国
の
韓
国
。
色
々
と
勉
強
に
な

っ

た
所
が
数
多
く
有
り
ま
し
た
。
生

ま
れ
て
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
と
い

う
物
を
手
に
し
、
行

っ
た
韓
国
、

山中  正さん (78)
妙子さん (75)

(高森 上町)

渡邊  営さん (85)
ヨシノさん (70)

(高森 冬野)

石下 常二さん (73)
スエ子さん (73)

(色見 戸狩 )

貞光さん (76)

フキ子さん (67)
(下切 下切)

金
婚
夫
妻

今
年
は
十
九
組

今
年
は
昭
和
十
六
年
に
結
婚
さ

れ
た
十
九
組
の
方
々
が
金
婚
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山村 辰雄さん (80)
祐喜子さん (77)

(高森 横町)

津留 寅義さん (76)
サ ヨコさん (70)

(高森 津留)

甲斐 定回さん (74)
トリエさん (68)

(尾下 下山)

大西   正さん (82)
ンマコさん (73)

(河原 黒岩)

ぼ
く
に
と

っ
て
、
数
多
く
の
収
穫

が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
韓
国
の

現
状
を
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
お

ど
ろ
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
今

後
、
日
本
と
韓
国
が
協
力
し
あ
う

こ
と
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
人
々
の
交
流
、
政
治

面
で
の
こ
と
な
ど
、
そ
う
す
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
両
国
と
も
、
発
展
す
る

で
し
ょ
う
。
南
北
統

一
の
こ
と
も

残

っ
て
い
ま
す
し
、
す
く
な
く
と

も
、
ぼ
く
は
そ
う
思
い
ま
す
。

と
て
も
た
め
に
な

っ
た

『
第

一

回
南
阿
蘇
六
ケ
町
村
中
学
生
海
外

研
修
』
。

将
来
、
ま
た
韓
国
に
行
く
機
会

が
あ

つ
た
ら
、
今
の
韓
国
が
ど
ん

な
ふ
う
に
変

っ
て
い
る
か
た
の
し

み
で
す
。

南北統一は平和への道のり

０ひ
３
ば

写真を

広報係へご連絡下さい。
●②llll

工藤
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二
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

二
十
五
議
案
を
審
議
可
決

交
通
安
全
を
確
認

高
森
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
ま

え
に
九
月
十
日
、
高
森
町
交
通
安

全
推
進
協
議
会
が
、
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
警
察
署
の
中
山
交
通
係
長

か
ら
最
近
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
う

つ
り
、
交

通
ル
ー
ル
と
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践

や
街
頭
指
導
計
画
な
ど
交
通
安
全

運
動
の
実
施
計
画
及
び
町
内
交
通

安
全
協
会
六
支
部
の
交
通
安
全
運

動
の
実
施
計
画
な
ど
二
議
案
を
議

決
し
、
本
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一般会計や特別会計などの決算が審議された定例町議会
糖
尿
病
を
早
く
か
ら
予
防
し
よ
う
と
九
月

十
九
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
糖
尿
病
を

防
ぐ
た
め
の
勉
強
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
先
に
実
施
さ
れ
た
住
民

循
環
器
健
康
診
査
及
び
人
間
ド
ッ
ク
で
、
血

糖
値

（血
液
中
の
糖
分
）
が
高
い
値
を
示
し

た
人
を
対
象
に
町
内
か
ら
十
五
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
「糖
尿
病

っ
て
ど
ん
な
も
の
」
と
題

し
て
高
森
町
医
師
会
の
武
田
幸
之
助
先
生
か

ら

「糖
尿
病
の
発
症
に
は
遺
伝
子
と
環
境
因

子
が
あ
り
、
糖
尿
病
に
な
る
と
糖
、
蛋
自
、

脂
質
代
謝
の
異
常
を
生
じ
、
日
渇
、
多
飲
、

多
尿
、
体
重
減
少
等
の
特
徴
的
症
状
が
あ
り

ま
す
。
病
態
の
改
善
に
は
食
事
、
運
動
、
薬

物
療
法
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
」
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
阿
蘇
保
健
所
栄
養
士
の
猿
渡
さ

ん
よ
り
糖
尿
病
は

″
イ
ン
ス
リ
ン
〃
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
不
十
分
に
な
る
為
に
お

こ
る
病
気
で
す
。
糖
尿
病
体
質
で
も
体
質
に

合

っ
た
食
事
療
法
で
糖
尿
病
を
持
ち
な
が
ら

健
康
に
暮
ら
す
よ
う
に
、
糖
尿
病
を
防
ぐ
食

事
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

交通安全はみんなの願い

放っておくとこわい糖尿病

平
成
三
年
度
第
三
回

定
例
町
議
会
は
、
九
月

十
七
日
か
ら
二
十

一
日

ま
で
五
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
回
で
は
、

二
年
度
の
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
の
ほ

か
、
平
成
二
年
度

一
般

会
計
に
二
億
二
千
九
百

万
円
を
追
加
、
監
査
委

員
に
山
村
紘
司
氏
を
選

任
、
人
権
擁
護
委
員
に

本
田
澄
子
氏
を
推
薦
、

教
育
委
員
に
児
玉
光
則

氏
を
選
任
、
条
例
の

一

部
改
正
な
ど
二
十
五
議

案

（議
員
提
出
議
案
五

を
含
む
）
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

平
成
二
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

一
般
会
計
の
歳
入
三
十
八
億
四

千
九
百
万
円
、
歳
出
二
十
六
億
七

千
三
百
万
円
の
決
算
書
を
は
じ
め
、

国
民
健
康
保
険
、
簡
易
水
道
事
業

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
、
老
人

保
険
、
誘
致
工
業
用
地
取
得
及
び

用
地
造
成
事
業
、
鉄
道
経
営
対
策

事
業
基
金
、
農
業
用
水
供
給
事
業

特
別
会
計
の
各
決
算
書
が
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（八
～
九

ペ
ー
ジ
に
決
算
状
況
掲
載
）

災
害
復
旧
費
を
中
心
に

二
億
二
千
万
円
を
追
加

平
成
三
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
億
二
千
九
百
七
十
六
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

三
十
四
億
三
千
九
百
七
十
六
万
円

由の解説をされる水野さん

●  ●

●  ●

自
分
に
合
っ
た
食
事
で
健
康
を

と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
六
月
九
日

か
ら
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
公
共
土

木

・
農
地
の
災
害
復
旧
費
、
町
道
補

修
の
土
木
費
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
に

山
村
紘
司
氏
を
選
任

監
査
委
員
の
田
上
泰
雄
氏
が
九

月
二
十
日
を
も

つ
て
辞
任
さ
れ
た

た
め
、
議
会
の
同
意
に
よ
り
山
村

紘
司
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

山
村
氏
は
、
大
字
高
森

一
六
四

三
番
地
、
昭
和
十
五
年
五
月
十
八

日
生
れ
。

人
権
擁
護
委
員
に

本
田
澄
子
氏
を
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
飯
星
元
二
氏

が
十
月
十
五
日
を
も

つ
て
任
期
が

満
了
す
る
た
め
、
後
任
委
員
と
し

て
本
田
澄
子
氏
が
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。

月
二
十
日
を
も

つ
て
任
期
が
満
了

し
た
た
め
、
議
会
の
同
意
に
よ
り
　
Ｇ

見
玉
光
則
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

児
玉
氏
は
、
大
字
永
野
原
六
四

五
番
地
の
五
、
大
正
十
五
年
十
二

月
十
五
日
生
れ
。

本
田
氏
は
大
字
高
森

一
六
五

一

番
地
、昭
和
二
年
十
二
月
六
日
生
れ
。

教
育
委
員
に

見
玉
光
則
氏
を
任
命

教
育
委
員
の
古
庄
末
幸
氏
が
九

す
ば
ら
し
か
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
二
年
度
ス
ク
ー
ル

・
コ
ン
サ
ー
ト
が

九
月
二
十

一
日
、
高
森
東
中
学
校

（田
上
悦

郎
校
長
、
七
十
四
人
）
と
草
部
南
部
小
学
校

（角
田
駿
二
校
長
、
六
十
八
人
）
で
開
か
れ
、

生
の
演
奏
を
存
分
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
県
と
市
町
村
教
育

委
員
会
が
、
小

。
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
を

対
象
に
、
学
校
単
位
の
音
楽
鑑
賞
会
を
実
施

し
、
生
の
音
楽
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

豊
か
な
創
造
性
や
情
操
を
養
い
、
児
童

。
生

徒
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
県
下
の
小

。
中

学
校
を
巡
回
に
よ
る
音
楽
会
と
し
て
開
い
た

も
の
で
す
。

今
回
は
、
東
京
で
活
躍
中
の
水
野
与
旨
久

さ
ん

。
喜
子
さ
ん
夫
婦
に
よ
る
、
マ
リ
ン
バ
、

ピ
ア
ノ
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
◇

マ
リ
ン
バ

は
、
木
琴
に
似
た
長
さ
三
＝
位
の
楽
器
で
、

曲
の
解
説
や
司
会
も
水
野
さ
ん
が
自
ら
行
い

ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
含
め
十
曲
、　
一
時
間
に
わ

た
る
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
間
近
に
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

東
中
学
校
で
は
、
近
く
の
小
学
校
に
も
呼

び
か
け
、
集
ま

っ
た
約
二
〇
〇
人
の
児
童

・

生
徒
ら
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

教育委員になられた

見玉光則さん (64)

人権擁護委員になられた

本田澄子さん (63)

監査委員になられた

山村紘司さん (51)

(11)
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今
年
も
優
良
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

高

森

支

部

が

総

合

優

勝

南
阿
蘇
畜
産
農
業
協

同
組
合

（今
村
来
組
合

長
）
主
催
の
第
四
十
三

可
決
さ
れ
た
議
案

■
平
成
二
年
度
高
森
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
民
憲
章
の
制
定
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
土
地
開
発
基
金
設
置
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
工
場
等
設
置
奨
励
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
税
特
別
措
置
条
例
の
制

定
に

つ
い
て

■
高
森
町
企
業
誘
致
奨
励
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
営
住
宅
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
三
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
二
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
三
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

回
畜
産
共
進
会
が
九
月
十
八
日
、

色
見
、
山
鳥
の
同
家
畜
市
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

今
年
も
同
畜
協

管
内
の
八
つ
の
支

部
か
ら
選
ば
れ
た

質
の
高
い
優
良
牛

が
四
部
門
に
九
十

八
頭
、
乾
燥
の
部

に
十
五
点
が
出
品
、

厳
し
い
審
査
を
受

け
ま
し
た
。

未
経
産
牛
の
部

で
は
、
放
牧
牛
の

部
八
頭
、
若
齢
の

部
十
七
頭
、
壮
齢

の
部
十
五
頭
の
合

計
四
十
頭
で
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
高

森
支
部
か
ら
出
品
さ
れ
た
高
森

・

冬
野
の
岩
下
利
晴
さ
ん
が
、
み
ご

と
名
誉
賞
首
席
に
入
賞
、
同
支
部

が
優
勝
旗
を
手
に
し
、
高
得
点
で

総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
登
録
牛
の
部
で
は
上
色

見

。
前
原
の
荒
牧
善
晴
さ
ん
が
名

誉
賞
首
席
に
入
賞
し
ま
し
た
。

本
町
関
係
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【未
経
産
牛
】

▽
名
誉
賞
首
席
　
岩
下
利
晴

（や

す
え
号
）
▽
名
誉
賞
　
白
石
福
男

（し
ん
え
い
号
）
、
住
吉
恒
光

（
つ

る
ま
る
号
）
、
児
玉
邦
昭

（参
大
し

げ
つ
る
号
）
▽
優
秀
賞
　
岩
下
章

一
、
自
石
年
男
、
安
方
康
美
、
足

立
哲
男
、
野
尻
健

一
、
後
藤
末
義
、

宇
藤
守
、
今
村
助
男
、
阿
南
近
義

▽
優
良
賞
　
住
吉
正
三
、
富
永

学
【登
録
牛
】

▽
名
誉
賞
首
席
　
荒
牧
善
晴

（ち

さ
号
）
▽
名
誉
賞
　
本
田
琢
雄
（
い

ち
と
み
号
）
、
住
吉
正
三

（あ
さ
し

げ
号
）
今
村
助
男

（な
り
は
ま
号
）

▽
優
秀
賞
　
児
玉
邦
昭
、
足
立
哲

男
、
▽
優
良
賞
　
本
田
健

一

【系
統
牛
】

▽
名
誉
賞
　
増
田
喜
久
吉

（し
げ

つ
る
三
）
、
児
玉
邦
昭

（第
二
し
げ

つ
る

。
三
代
し
げ
つ
る
）
▽
優
秀

賞
　
田
上
求
、
岩
下
利
晴
▽
優
良

賞
　
岩
下
綾
子

【肉
牛
】

▽
優
秀
賞
　
荒
牧
弘
幸
、
岩
下
章

一
▽
優
良
賞
　
津
留
孝
二
、
宇
藤

康
博
、
宇
藤
仁

【乾
燥
】

▽
名
誉
賞
　
片
山
牧
野
組
合

（五

種
混
播
）
、村
山
肉
用
牛
生
産
組
合

（イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
）
▽

優
秀
賞
　
洗
川
肉
用
牛
生
産
組
合
、

山
鳥
肉
用
牛
生
産
組
合
▽
優
良
賞

祭
場
肉
用
牛
生
産
組
合

珍
プ
レ
ー
続
出

議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
と
連

帯
を
深
め
、
阿
蘇
南
部
の
郷
土
の

発
展
に
努
め
よ
う
と
、
阿
蘇
南
部

町
村
議
会
議
員
及
び
四
役
親
善
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
二
十
四

日
、
本
町
の
山
村
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
で
十
五
回
目
を
数
え
る
こ

の
大
会
に
は
、
阿
蘇
南
部
六
ケ
町

村
か
ら
議
会
議
員

・
四
役
お
よ
そ

一
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
雨
で
、
試
合
開
始

時
間
は
遅
れ
る
な
ど
、グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
は
悪
く
、
珍
プ

レ
ー
の
続
出
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

■
高
森
町
監
査
委
員
の
選
任
に

つ

い
て
■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

（味
鳥
地
区
飲
料
水
供
給
施
設

工
事
第
二
工
区
）
、
（高
森
工
業
団

地
造
成
工
事
第

一
工
区
）
、
（高
森

小
学
校
共
同
調
理
場
新
築
主
体
工

事
）
、
（高
森
小
学
校
共
同
調
理
場

新
築
機
械
設
備
工
事
）

■
学
校
事
務
職
員
及
び
学
校
栄
養

職
員
を
適
用
除
外
す
る
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
改
革
に
反
対

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
第
八
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画

に
お
け
る
大
幅
な
事
業
費
の
確
保

に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
に
つ
い

て■
和
解
に
よ
る
水
俣
病
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て

■
看
護
職
員
の
確
保
及
び
待
遇
改

善
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
■
雲
仙

・
普
賢
岳
噴
火
災
害
被
災

者
救
済
の
た
め
の
特
別
立
法
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

優良牛が勢ぞろいした畜産共進会

●  ●

●  ●

高

森

町

民

憲

章

私
た
ち
は
、
火
の
国
大
阿
蘇
の
自
然
と
歴
史

。
文
化
に
育
ま
れ
た
高
森
町
民
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
町
の
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち
、
明
る
く
豊
か
な
生

活
と
愛
す
る
郷
上
の
健
全
な
発
展
を
願
う
こ
と
を
信
条
と
し
、
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

（平
成
二
年
九
月
二
十
日
制
定
）
・

一　
水
と
緑
と
土
の
に
お
い
い
っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま
す
¨

二
　
伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三
　
老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の
夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま
す
。

四
　
勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身
を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま
す
。

悪コンディションの中行われたソフトボール大会

(10)

町
の
話
題

話題があ りま

したら、お知

らせください。

企画課

広報統計係

(8②llll)
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高
森
警
察
署
長
に
赴
任
さ
れ
た

野
　
口
　
憲

嗣

さ
ん

（五
〇）

は
暑
く
て
。
そ
れ
に
高
森
は
静

か
な
所
で
す
』
と
、
高
森
の
印

象
を

一
言
。

八
月
二
十
六
日
付
け
で
、
県

警
本
部
警
務
部
か
ら
新
署
長
と

し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

『警
察
は
治
安
維
持
が
本
分

で
あ
り
、
基
本
に
忠
実
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
、
事
件
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
な
地
域
づ
く
り

ｏ

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
心
掛

け
た
い
』
と
抱
負
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
囲
碁
、
ゴ

ル
フ
は
二
十
年
の
キ
ヤ
リ
ア
の

持
ち
主
。

『
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
連

帯
し
て
、
本
音
で
話
し
あ
え
る

よ
う
な
協
力
関
係
を
お
願
い
し

た
い
』
と
。

◇
の
ぐ
ち

。
の
り
つ
ぐ

高
森

・
下
町
に
妻
の
ツ
タ
子

さ
ん
（四
六
）と
二
人
暮
し
。

『
阿
蘇
は
涼
く
て

い
い
で
す
ね
。
熊
本

(7)
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活 力 あ る 町づくりに

平成二年度決算 36億7355万6236円
3月 に完成した高森中学校体育館

●一 般 会 計
,卜」し  〔コ11   ^  1≡ .1.
1ヽす  力,」  1=  口 l

■国民健康保険

収入 ・………・

支出 ・̈ ………

■簡易水道

収入・………・

%
円   %

・………・7億0,940万円
・………・6億 3,002万円

。………・1億7,969万円

●  ●

支出 ・ 1億 6,618万円

■住宅新築資金等貸付金

収入 ・……………………

支出 ・……………………

■老人保健

収入・……………………

・……・ 406万円

……・ 212万円

・7億 1,149万円
・6億 7,107万円支出

■誘致工業用地取得及び用地造成事業

収入 ・…………… …̈……・ 5,790万円

支出 ・………………………・ 5,725万円

■鉄道経営対策事業基金

収入・………………………・・ 5,488万円

支出 ・…………………………・ 5,488万円

■農業用水供給事業

収入 ・………………………10億 1,330万 円

支出 ・…………………………・ 89,902万円
●  ●

ERSSSヽ国1 平成元年度

■■■■■口 |′成2年 1,

―世帯当たりの納税額 (2,551世帯)

たばこ税
軽自動車税
9、 180,800F[]

町 民 税
74,175円

固定資産税
74,509F【]

36.508、 982111

固定資産税

軽 自動車税
3,599円

税
ｌＦ
こ

２

ま

■
″

た

１

扶助費 2.3%
85,440千 円

補助費等
272,647千円
6.9%

物件費
297.326千円
8.1%

積立金 1.7%
維持補修費 15%
繰出金 2.9%
積立金 1.7%
投資出資金貸付金 03%

九
月
定
例
議
会
で
平
成
二
年

・度
の

一
般
会
計
や
特
別
会
計
の

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
収
入
が
三
十

八
億
四
千
九
百
万
円
、
支
出
が

三
十
六
億
七
千
三
百
万
円
で
し

た
。
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

る
町
税
や
国
か
ら
く
る
地
方
交

付
税
な
ど
を
財
源
に
、
地
域
の

活
性
化
や
住
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

決
算
状
況
が
ま
ど
ま
り
ま
し
た

の
で
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し

ま
す
。

110
1、 町   税
424 981 557

｀｀ ＼`
2.0

2、 地方譲与税

75.378.000

05

3、 利子割交1寸金
18.611.000

ぬヽゝゝ蜜墨｀｀エ
09

い` いヽ ｀ ゝ` ゝ` ｀ ゝ` ゝ` ｀ ｀ ゝ` ｀` ‐` ｀ 撻ゝ
(

46 6

5、 地方交付税

1 795.046.000

6、 分担金及び
負担金
59 631 567

15

使用料及び
手数料
57 180.194

125
8、 国庫支出金

479.734.795

9、 県 支 出 金

331 050.951

06

10、 財 産 収 入

23.336 630

00

金

∞

付

７２

寄

06

金

“

入

７８

繰

２４

｀ゝゝせ)総13、 織 越 令
41 712 070

14、 諸 収  入
52 424 202

112
15、 田r   fI:i

430 100.000

05  1 2 3 4 5 6 7( 16  17  18

億円構成 1
単 位

2.0

1、 議 会 費

74,070.284

2、 総 務 費

568.025.661 155

3、 民 生 費

326.810.218 89

4、 衛 生 費

159.060.914

5、 農林水産業費

301.857.386 82

費

０５

工

８６

商

３５ 10

7、 土 木 費

355.774.643 97

費

０１

防

８９

消
¨
０１ 27

20 7

9、 教 育 費

759.615.025

10、 災害復旧費

554,099.109

11 9

11、 公 債 費

437.866.590

税 収 の 状 況

過 去 5年 税 収 推 移

3 4 5i億円  2

町 有 財 産 の 状 況

構成比
9  8   7  6  5   4  3   2   1
億円

性 質 別 経 費 の 状 況

哄珀~｀
準`暉F

ll,434,153n12

建 物

z老

籍蜃
58,314r

立   本

106,130耐

車   両

18台

基   金

281,473千円

有
出
価 証 券
金資

54,574千円

普通建設事業
1,014.315千 円
277%

人件費

774,786

千円

21 1%
総経費
3,673,556,236

円

災害復旧費
554.099
千円

15.5%

歳入総額に占める割合
11.0%

税収総額
424.981.557円

町  民  税
189.219,935円

(9)

190 ,071 ,840 Fl
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峯疑贅ア
(8)
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